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2009/11/24 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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AUD/ JPY 

11/17 
Tuesday 

豪州中銀が発表した11月の金融政策委員会議事録で、金利引き上げについてこれまでより

も慎重な姿勢を示したことを受けて、市場で強まっていた12月利上げの実施が不透明な情勢

となった(①)。これにより、12日の豪州雇用統計発表直後の高値84.18円が大きく遠のき、前

週後半からの強い下値支持線である83.00円を割り込み、下落圧力が強まった。 

11/18 
Wednesday 

82.50円付近では一旦底堅く推移したが、18日時点の５日、10日、25日移動平均のある83.30

円手前では伸び悩み、豪ドル/円の戻りの鈍さが鮮明となった(②)。 

11/19 
Thursday 

日経平均、ＮＹダウ平均株価ともに大幅に下落するのに伴い、リスクを取ることに消極的とな

り、豪ドル買い・円売りポジションを解消する動きが活発化した(③)。 

11/20 
Friday 

20日のＮＹダウ平均が序盤に急落するのに伴い、豪ドル/円はほぼ半月ぶり安値80.61円を記

録(④)。ただ、ＮＹダウ平均が引けにかけて下げ幅を縮小するのに伴い、豪ドル/円も反発し

た。 

上昇要因＇豪ドル高・円安（ 下落要因＇豪ドル安・円高（ 

豪ドル/円 11/16～20の主な推移 

・日本と豪州の金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の後退 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州の金利先高観 

・原油・金などの資源価格の上昇(豪州は資源国) 

 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

・豪州中銀による12月利上げ観測の後退 

・原油・金などの資源価格の下落 
 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 00:00 

83.79 

③ 

② 

④ 
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  今週の豪ドル/円は、手がかり材料に乏しいことに加え、26日に米国の感謝祭休日、来週１日に豪ドル相

場のカギを握る豪州中銀政策金利発表を控え、こう着状態となりやすい。豪州中銀の12月利上げ実施が微

妙な情勢であることから、豪ドル/円は83円付近からは伸び悩むとみられる一方、先週末に80.50円手前で

は底固さが示されたことで、週内の80円割れの可能性は少ないとみられる。 

 ただ、豪ドル/円の上昇要因と下落要因を較べてみると、下落要因の方がやや強い印象を受ける。豪州中

銀が来年以降も金利を引き上げるとの見方は不変だが、12月利上げ実施の不透明感が豪ドル相場にとっ

てかなり大きな重しとなっている。他方、米国株式市場は先行き不透明で、豪ドル/円市場への影響も測り

がたいが、週初めには大手格付け機関Ｓ＆Ｐ社が欧州金融機関のバランスシートの脆弱性を指摘し、独紙

が独銀大手ＷｅｓｔＬＢに破たん懸念が浮上しており、資本注入が必要になる可能性があることについて報じ

ており、欧州金融機関への懸念は今後リスク回避の円買い・豪ドル売りを強める可能性があるだろう。 

 豪ドル/円は80.50円近辺であれば買いたいという向きも多いだろうが、主要国株価や豪州中銀の金融政

策次第で、豪ドル/円の底値がかなり深くなる可能性もあり、日々のマーケットのセンチメントの推移を慎重

に見極めていきたいところだ。                                    (予想レンジ: 79.30～83.30 円) 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

AUD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●AUD/JPY 11/20週足引値：81.28円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 豪ドル/円は76.30円＇10/2安値（⇒85.29円＇10/23高値（⇒79.46円＇11./2安値（の後、もみ合いで方向感を

探る推移となっている。 

 先週は概ね60日線＇80.88円、11/20（を上回るも、20日線＇82.80円、11/20（を下回る動きとなっている。 

ボリンジャーバンドは11/20現在、上限：84.88円～下限：80.72円であり、上限は下落し、下限は若干下落に

向かう中でバンド幅は若干縮小している。先週は上値が重い中下落し、11/20にはボリンジャーバンドの下

限まで到達する動きとなった。現状は、80～84円のレンジでもみ合いであるが、ここからは80円割れへと大

きく下落するのか、もしくはレンジ相場のもみ合いとなるか、の分かれ目に来ていると言える。上値ポイント

は、11/12高値84.18円であり、下値ポイントは①60日線のある80.88円＇11/20段階（、②ボリンジャーバンド

の下限＇80.72円、11/20段階（である。60日線を下回る推移が定着すると下落方向の動きが加速する可能

性もあり、その際には警戒したい。 

http://gaitamesk.com 
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NZD/ JPY 

11/19 
Thursday 

日経平均、ＮＹダウ平均株価ともに大幅に下落するのに伴い、リスクを取ることに消極的とな

り、ＮＺドル買い・円売りポジションを解消する動きが活発化した。 

11/20 
Friday 

クロス円が軒並み上昇する中、NZの金利先物市場で来年３月のＮＺ中銀による利上げを織り

込む確率が60％から40％に後退し、利上げは４月にずれ込むとの公算が強まったことを背景

に、ＮＺドル/円は20日日中に前日の安値64.55円を下回った(②)。 

20日のＮＹダウ平均が序盤に急落するのに伴い、ＮＺドル/円は20日ぶり安値63.90円を記

録。ただ、ＮＹダウ平均が引けにかけて下げ幅を縮小するのに伴い、ＮＺドル/円も上昇した

が、小幅に留まった。 

上昇要因＇NZドル高・円安（ 下落要因＇NZドル安・円高（ 

NZドル/円 11/16～20の主な推移 

・日本とNZの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円＇ユーロ/円、豪ドル/円など（の上昇 

・NZの金利先高観  

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→日米(主要国)株価の下落 

→クロス円＇ユーロ/円、豪ドル/円など（の下落 

・NZ経済の減速 

・NZ要人によるNZドル高けん制発言 

・NZの金利先高観の後退 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

① 

20:00 

63.90

③ 

② 

20:00 

64.54
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 今週は手がかり材料に乏しいことに加え、26日の米国の感謝祭休日前後は薄商いとなりやすいことから、

ＮＺドル/円は方向感に乏しい展開となりそうだ。ただ、 ＮＺ中銀による利上げが後ずれするとの観測が

強まっていることや、豪州中銀による12月利上げ実施が微妙な情勢となっていることから豪ドル/円の不安

定な値動きが続いていること、そして週初めに欧州金融機関の経営状況への懸念が浮上したことが、ＮＺド

ル/円を押し下げる可能性があることを指摘しておきたい。一方、上昇要因は米国株価の上昇以外にはあ

まり見当たらない。 

 ＮＺドル/円は先週の安値近辺である64.00円から、24日未明の高値近辺の65.50円のレンジを中心とした

もみ合いが予想されるが、上記のレンジを上振れる可能性よりも下振れる可能性が高いとみる。 

                                                                                                        ＇予想レンジ：62.80～65.50円（ 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

NZD/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●NZD/JPY 11/20週足引値：64.41円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 NZD /円は69.69円＇10/23高値（⇒63.15円＇11/2安値（の後、もみ合い推移から方向感を探る展開となっ

ている。 

 先週は週末引値において、20日線＇66.15円、11/20（や60日線＇65.54円、11/20（を下回る推移となった。ボ

リンジャーバンドは11/20現在、上限：68.50円～下限：63.80円であり、上限は下落、下限は横這いの中、バ

ンド幅は縮小している。 

先週は週末にかけて下落し、ボリンジャーバンドの下限に近づく動きを見せた。今後は60日線割れが定着

して下落速度が高まるかどうかである。さもなければ再度、63～67円といったようなレンジ相場の動きとなろ

う。 

上値ポイントは、①20日線のある66.15円＇11/20段階（近辺、②67円近辺＇11/9週の高値（であり、下値ポ

イントは、①11/2安値63.15円近辺、②9/2安値61.73円近辺である。 

http://gaitamesk.com 
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ZAR/ JPY 

11/17 
Tuesday 

豪ドル/円などクロス円が軒並み下落するのに伴い、ランド/円も下落(①)。なお、南ア中銀は

政策金利を７％に据え置くことを発表した。 

11/19 
Thursday 

日経平均、ＮＹダウ平均株価ともに大幅に下落するのに伴い、リスクを取ることに消極的とな

り、ランド/円は下落し、２週間ぶり安値11.70円を記録した。 

11/20 
Friday 

20日のＮＹダウ平均が序盤に急落するのに伴い、ランド/円は半月ぶり安値11.63円まで下

落。ＮＹ市場引けにかけてはダウ平均が反発したが、ランド/円の反発は小幅なものに留まっ

た。 

上昇要因＇ランド高・円安（ 下落要因＇ランド安・円高（ 

ランド/円 11/16～20の主な推移 

・日本と南アの金利差 

・世界経済の回復期待の強まり、懸念の緩和 

→リスクを取ることへの積極性が増す 

→主要国(特に米中)株価の上昇 

→クロス円＇ユーロ/円など（の上昇 

・新興国への投資の機運の強まり 

・資源価格の上昇(南アは資源国) 

・世界経済の回復期待の後退、先行き懸念 

→リスクを取ることに消極的になる 

→主要国(特に米中)株価の下落 

→クロス円＇ユーロ/円など（の下落 

・南ア中銀総裁のランド高けん制発言 

・南ア経済の減速 

・資源価格の下落 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

http://gaitamesk.com 

16:00 

12.12 ① 

② 

③ 

20:00 

11.63 
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  今週のランド/円は、日米欧の主要なイベントが少ない中、方向感に乏しい展開が予想される。日本にお

いては株価、欧州においては金融機関の経営状況への懸念がくすぶる中、ランド/円は潜在的な下落リス

クを抱えているとみられる。テクニカル的には、ランド/円も他のクロス円と同様、日足のチャートで５日移動

平均線が、10日、25日移動平均線をそれぞれ下抜け、デッドクロスが生じており、典型的な下落トレンドの

最中にある。                                           

  ＮＹ金相場が過去最高値を更新し続けているが、直近のランド/円はむしろクロス円の下げに引きずられる

傾向が強まっており、ＮＹ金相場の推移によるランド/円の 押し上げは期待しづらい情勢といえるだろう。 

 ランド/円の過去３カ月のローソク足の実線ベースでの最安値11.30円あたりが当面の底値の目安といえ

るだろう。ただ、主要国株価は上振れリスクよりも下振れリスクを警戒する必要があるとみられ、ランド/円も

同様に下振れリスクをより警戒していく必要があるだろう。 

                                                                                                  ＇予想レンジ：11.30～12.05円（ 

今 週 の 見 通 し 

テ ク ニ カ ル 分 析 

ZAR/ JPY 
外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

●ZAR/JPY 11/20週足引値：11.67円 ＇日足、移動平均、ボリンジャーバンドから見る相場展開（ 

 南アランド/円はザラ場での取引値を除くと概ねは、7/1の高値12.55円と7/13の安値10.96円の間でのもみ

合い推移となっている。 

先週は下落方向で推移し、取引値は20日線＇11.86円、11/20（と60日線＇12.04円、11/20（から乖離して下落

推移となった。ボリンジャーバンドについては11/20現在、上限：12.34円～下限：11.37円であり、上限は下

落、下限は横這いの中、バンド幅は縮小で推移している。下値波乱をはらみつつも、大きめのもみ合いのレ

ンジの中で上下する推移になると思われる。 

上値ポイントは10月高値である12.48円近辺＇10/16高値（、下値ポイントは①11.40円＇10/2安値（である。 

http://gaitamesk.com 
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経済指標カレンダー 

＇11/23～25（ 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー http://gaitamesk.com 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

11/23 ――
(月（22:30 ○ (加) 9月小売売上高 [前月比] +0.8％ ――

24:00 ○ (米) 10月中古住宅販売件数 557万件570万件
24:00 (米) 10月中古住宅販売件数 [前月比] +9.4％ +2.3％
27:00 ○ (米)　２年物国債入札(440億ドル（ ―― ――

11/24 14:00 ○ (日) 11月金融経済月報・基本的見解 ―― ――
(火（16:00 (独) 第3四半期GDP・確報 [前期比] +0.7％+0.7％

16:00 (独) 第3四半期GDP・確報 [前年比] -4.8％-4.8％
16:00 (独) 第3四半期個人消費・確報 [前期比] +0.7％-0.3％
16:50 (仏) 10月消費者支出 [前月比] +2.3％+0.5％
18:00 ◎ (独) 11月IFO景況指数 91.9 92.5
18:30 (南ア) 第3四半期GDP [前期比年率] -3.0％+0.2％
22:30 (米) 第3四半期GDP・改定値 [前期比年率]+3.5％+3.0％
22:30 (米) 第3四半期個人消費・改定値 [前期比] +3.4％+3.4％
23:00 (米) 9月S＆P/ケース・シラー住宅価格指数 [前年比]-11.32％-9.15％
24:00 (米) 11月消費者信頼感指数 47.7 47
24:00 (米) 11月リッチモンド連銀製造業指数 7 10
24:00 (米) 9月住宅価格指数 [前月比] -0.3％+0.2％
28:00 ◎ (米) FOMC議事録(11月3日、4日) ―― ――
27:00 ○ (米)　5年物国債入札(420億ドル（ ―― ――

11/25  8:50 (日) 10月通関ベース貿易収支 +5206億円+5067億円
＇水（  8:50 (日) 10月企業向けサービス価格指数 [前年比]-3.2％ ――

16:00 (独) 12月GFK消費者信頼感調査 4 4.5
18:30 (南ア) 10月消費者物価指数 [前年比] +6.1％+5.9％
18:30 (英) 第3四半期GDP・改定値 [前期比] -0.4％-0.3％
18:30 (英) 第3四半期GDP・改定値 [前年比] -5.2％-5.1％
18:30 (英) 第3四半期個人消費・改定値 [前期比] -0.6％ ――
22:30 (米) 10月個人所得 [前月比] ±0.0％ +0.2％
22:30 (米) 10月個人支出 [前月比] -0.5％+0.5％
22:30 (米) 10月PCEデフレータ [前年比] -0.5％+0.1％
22:30 (米) 10月PCEコア・デフレータ [前月比]+0.1％+0.1％
22:30 (米) 10月PCEコア・デフレータ [前年比]+1.3％+1.3％
22:30 ◎ (米) 10月耐久財受注 [前月比] +1.0％+0.5％
22:30 ◎ (米) 10月耐久財受注 [前月比：除輸送機器]+0.9％+0.8％
22:30 ○ (米) 11/22までの新規失業保険申請件数 50.5万件50.0万件
23:55 (米) 11月ミシガン大消費者信頼感指数・確報値66.0 67.0
24:00 ◎ (米) 10月新築住宅販売件数 40.2万件40.8万件
24:00 (米) 10月新築住宅販売件数 [前月比] -3.6％+1.4％
27:00 ○ (米)　7年物国債入札(320億ドル（ ―― ――

東京休場＇勤労感謝の日（

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想
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※発表日時は予告なく変更される場合があります。 

※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめておりますが、内容の正確性を保証するものではございませんので事

前にご留意くださいますようお願いいたします。 

経済指標カレンダー 

＇11/26～27（ 

外為どっとコム総研 外為ウィークリービュー 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。

投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。また、本レポートに記載された 意見や予測

等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 

 

http://gaitamesk.com 

11/26 ――
(木（ 8:50 (日) 日銀金融政策決定会合議事要旨(10月30日分)

17:30 (香港) 10月貿易収支 -291億HKD-236億HKD
18:00 (ユーロ圏) 10月マネーサプライM3・季調済 [前年比]+1.8％ +0.7％
18:30 (南ア) 10月生産者物価指数 [前年比] -3.7％ ――
―― ◎ (独) 11月消費者物価指数・速報 [前月比] +0.1％ ±0.0％
―― ◎ (独) 11月消費者物価指数・速報 [前年比] ±0.0％ +0.5％

11/27 　6:45○ (NZ) 10月貿易収支 -4.24億NZD-4.60億NZD
＇金（　8:30 (日) 10月失業率 5.3％ 5.3％

　8:30 (日) 10月有効求人倍率 0.43 0.44
　8:30 (日) 10月全世帯家計調査-消費支出 [前年比]+1.0％ +1.2％
　8:30 (日) 11月東京都区部消費者物価指数 [前年比]-2.4％ ――
　8:30 (日) 11月東京都区部消費者物価指数 [前年比：除生鮮]-2.2％ -2.0％
　8:30○ (日) 10月全国消費者物価指数 [前年比] -2.2％ -2.4％
　8:30○ (日) 10月全国消費者物価指数 [前年比：除生鮮]-2.3％ -2.2％
 8:50 (日) 11/21までの対外及び対内証券売買契約等の状況 ―― ――
 8:50 (日) 10月大型小売店販売額・速報 [前年比]-5.6％ ――
 8:50 (日) 10月小売業販売額・速報 [前年比] -1.4％ -2.3％
16:45 (仏) 11月消費者信頼感指数 -35 -35
19:00 (ユーロ圏) 11月消費者信頼感 -18 -18
19:30 (スイス) 11月KOF先行指数 1.45 ――
22:30 (加) 第3四半期経常収支 -112億CAD――

米国休場(サンクスギビングデー)

日付 時刻 注目度 経済指標、イベント等 前回 予想


